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A 174　　索鯖'■ ヵ｀*ヽわるμ述混乱の原､因ヒそ<n 爽夥n っいて17) 研畑

　　　　5* 水* 子*　o今も弘ふ

〔(社)日本家政学会

　i 的　現行の辞典類および食＆5*閉係書籍頻1- t,-い-T 11.索餅・麦縄・素麺にヵヽヵヽわi

記述ヵり楳でヽ. 読着iづft乱をもれらしていると思､わH る。そcて≒そ*>■ らの矣態t it がし、

ｔ乱の原因を標;)、索飾に関t 5 解慄が統－^ れるこヒt 目指して、この研% i行。f--. 。

　方冰　外鯉の文献i 資料として岡いた, お代･'v 閲しては、可能な限ソ■t.零矢献に^ t遮

し、索餌・支縄などの記述を捜し, 縞年的心色時整ii L ft 。中世≫/降u、簒本的､こIt、字

書、辞典類、年市行書類t中･ら｀tしT. 弟干、補足的に他分ftの文献を使用しr=。

　秘果　現行の解説μりu①索餅･iう由でヽ場げれ% 菓3- c *餌tJ 朝T･■･* な< 葉朽・こt ③奈良

期の文書に索麺が'‘出現他、夕様但が‘みられた。中国*ヽら、古代に日4- のif 味へ移＼.ir 粍た

索餅は、「むJ"｀り<t> 」ヒ呼μ'■れ支俺とも書*ヽtH. た、中tt になると．r がくべIい』と呼14-れ３

ことが多< な、すt。平々期>い*朝廷の食晶ヒして扱われ, 乎今末･り* ヵ｀なト普＆し, 7月

の節供': 司い1習itが'生じ' fいi *L li 中世に受け継が｀祢、朝政T･は17 世紀まて･索餅を同い

tt記録ヵ゛あるヵ｀'、一般i-v ti 忌外ら外れ. 彙餅£ ->で･揚げtc記録li , 菅見・･は刄ちたらなヵヽ

、tc.一考、鎌倉翻し、辨僧I- よ■>て繭栄ぬい移入り(<- r--と恩われi索麺･*、点､心として

奢SLしていっ恢。中世～ｔ世初期t でヽは、索餅と索麺(J?'I <n食品と認残され･ていnこt *ヽ゛

確認T- きft . 15 世秘り≫｀'のti嚢砂が｀、節供の泰よけに彙鯖記と蒙麺説の両考を掲･f fここと

文､明本飾用集が｀ヽ索麺I-. r モI- A ギ'すワj の惰註を付L たこi- など*>"' , み仙の根源に？、

r:ヒmヽわ^ % ・や≪<■ -r 、-t 夕の索麺卜卜貫習化さｵi. r--こヒヒ、研拓不t 分な･蕩述・出版とが

相まr,て、近世半ぼ宍、索餅と索麺ヵり昆同さ"^、その影響゛現代に及んてヽいる。

A 175 江戸時代,c おける釦･|iﾉ飢民の食糧^鮫養

山口大教育　　五臭叔子

　目的　■0本λの魔生右ぽ、明治以後．近代准|: とも召．て大きく変化した£、、ら敗§ か｀

その優程におりる栄粂状剱につヽ､-z ，)実証的研祀はほとんど4 ヽヽ．-ぞこr"'、近鼎工業右必

への転換左とげ^痢の段階ぞある-;i戸時刈、長州蕎の芦民．食生感を訃

-することを目的とした. 賓湘･として、＼2恥与べに編さん:jれた地農であS ^防長風二ま産

実ji lもt,いた.

　方法　■’酋長.風土.進達案a lt.ij-ft.tli(現在・山口県)i 支着嶺i除く･'7．常判に-7 ヽご

剌糸. 地形い3じめ僻ト弓乙載が｀ある．そこぞ. まず物産　鳶業め渉に^かれた食料i産

物fe屋ダコード番号^つけた･バ

戴量. 単裡£ ＝>ンヒ':x- ク･こ入力t る. - れによリ食品別に生産対、生産量左希希-すS ニ

Ｕヽ<'x"iる．記載名が凛々§ ^ 。に.とi. ぼ、サツフ／( モ‥リュウキa ヴイモ、ガライ匍

を･合計u . 単/ft色重量1こ統一した．り希. 穿刺::'とに食料・総佳恵量をもとめ、さi.に

λロ. 瓦占日が喰し. 卜. ＼日あたりの食

　銘粟　物産のー禽[ま. = メ. Aぞ．タ'4 スねど．葦庶卿･こつヽi-ひa:欠落≪ほt んどな<

量め単毎(こ政一性ざある．:: 吹に対レ野豪･リ

の力臼ま量の老貪μもく. 魚れ叙とLZ ^ i:あT 記載さIれ３もI?) ヵ､｀希かっか．食料生疹i

につヽべみ^と. 瀬戸内部側、日本海側　ム閣秤t 吏形的な特徽£反映し-c お匹-ぞれd

牝をI め傀


